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成長期待企業のイチオシ！

中小企業のための
ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業

ひょうご産業活性化センターは中小企業のSDGsの取り組みを支援しています。
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㈱西村交益社

ひょうご中小企業技術・
経営力評価制度を活用して 社長

西村 正司

●自社の強みを確認できた
●組織づくりに自信が持てた
●市の融資の利子補給制度が活用できた

顧客と密接に交わり
葬祭の前後へと事業の幅を広げる

養父市

窓を大きくとった開放的なホールも用意

遺言状作成や家屋解体も受ける
　同社は1961年、大工だった西村正司社長の父親が自
宅葬向けにひつぎや位

い
牌
はい

を作る葬具業として創業しま
した。その後、葬儀の形態が自宅葬から外部のホールを
借りて行う会館葬へ変わっていくことを見越し、「機を
見るに敏な父は、いち早く霊きゅう車事業に進出しまし
た。さらに会館事業にも投資するなど、常に先んじて手
を打ってきました」と、西村社長は市場の変化を捉えた
先代の経営手腕を冷静に評価します。
　しかし、近年は葬儀の形態が会館葬から近親者のみで
開く個人葬へとシフトしつつあります。加えて、全国的
に見ると亡くなる人の数は2040年まで増え続けます
が、高齢化が進む地方では既にピークを越えており、地
方の葬儀社は葬儀の規模、数ともに縮小する厳しい環境
に直面しています。
　そこで、同社は10年ほど前から、亡くなる前と亡く
なった後に着目し、遺言状の作成から遺品整理、家屋解
体に至るまで、それぞれの専門業者と連携しながら葬儀
以外の商品やサービスに事業を広げてきました。「業者
に任せきりにするのではなく、当社のスタッフが介入す

ることで、安心して適正なサービスを受けられるように
している点が特長です」
　事業の拡大には、西村社長が入社した1988年以降、葬
儀のデータを全て残し、命日にお供えを持って訪問する
ほか、葬儀に関する知識や同社のサービスを載せた会員
情報誌を年2回配布するなど、顧客と密な関係を築いて
きたことも寄与しています。

成長するよりもつぶれない会社に
　養父市内には葬儀業者が3社あります。今後、市場は縮
小し競争が激化することが予想される中、西村社長は自
社の事業の強み、弱みを客観的に知りたいと、ひょうご
産業活性化センターのひょうご中小企業技術・経営力評
価制度を利用しました。「養父市の利子補給が受けられ
ることも後押しになりました」。結果は、優良賞を受賞す
るほどの高評価でした。「商品、サービスだけでなく、財
務面において実質無借金経営を実現していること、組織
面では自分にできないことは得意な社員に委ね、私がい
なくても回る組織にしてきたことを評価してもらえたの
がうれしく、やってきたことが間違いでなかったと自信
が持てました」

制度利用の流れ
2024年1月 1月 3月 3月
必要書類を当セン
ターへ提出し、評価
手数料を振り込む

※申し込みから評価書発行まで通常3カ月程度かかります。また、当センターの受け付け状況やヒアリングの日程調整等によって期間が異なる場合もあります

専門家が現地調査
とヒアリングを実施

当センターが開催す
る技術評価支援委
員会で承認

技術・経営力評
価報告書を発行
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仏壇購入の相談にも丁寧に応対します 会員情報誌「わだち」

　西村社長が目指すのは「成長するよりもつぶれない会
社」。今年度からは葬儀をはじめ、商品、サービスについ
て幅広く相談を受け付ける「お葬儀まるごと解決相談セ
ンター」を開設し、より地域に密着した事業を展開しよ
うとしています。

㈱西村交益社
養父市八鹿町国木133-1　 T 079-662-5909
●代表取締役／西村正司
●事業内容／葬祭事業など
Ｈhttps://www.koekisha.info

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp

こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

ひょうご中小企業
技術・経営力評価制度

中小企業の技術力やノウハウ、成長性、経営力等
を評価し、担保に頼らない融資や経営改善を支
援します。製造業に限らず、信用保証協会の保
証対象業種の中小企業等は利用できます。

•�専門家による客観的な評価により、自社の「強み、弱
み」が分かります
•�新たな視点で事業改善のヒントが得られます
•�企業価値のPRや資金調達に活用できます
•�明らかになった課題に対し、当センターや各支援機関
が支援策を提案します

問ひょうご産業活性化センター成長支援課
Ｔ078-977-9077
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【評価手数料（企業負担額）】
標準評価型：7万円　オーダーメイド型：14万円

利用メリット
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オンラインショッピング利用者が世界で最も多い中国市場
向け越境ECの最新事情を解説。また、県内企業が中国市場
参入の戦略や実践事例を、アリババ㈱が自社サイトのサー
ビスや中国向け取引・輸出に関するポイント等を紹介しま
す。オンライン（Zoom）開催。無料。
日8月23日㊎14時～15時30分
定80人（先着）
申問ひょうご海外ビジネスセンター
Ｔ078-271-8402
8月20日㊋までにホームページの申し込みフォームから

特別高圧電力価格の高騰による負担を軽減するため、支援
金を支給します。
対特別高圧電力を利用する県内の中小企業等（特別高圧
電力を利用する県内の商業施設等に入居している中小企業
等も含む） ※その他要件あり

●支給額＝1カ月当たりの使用電力量×支給単価 ※支給単価

＝2023年10月～24年4月使用分は1.8円/kWh、5月使用分は0.9円/kWh

申問兵庫県中小企業等特別高圧電力価格高騰対策一時支
援金事務局
Ｔ050-3628-7797
8月30日㊎までに所定の申請フォームから（ホー
ムページから進んでください）

「中国ビジネスセミナー～中国越境EC市
場の最新事情と実践事例～」参加者募集

「中小企業等特別高圧電力価格高騰対策
一時支援金」申請受け付け中

ひょうご産業活性化センター

日日時　所場所　対対象　定定員　￥料金
申申し込み先・方法　問問い合わせ先 
Ｔ電話番号　Ｆファクス番号　Ｅ Eメール
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中小企業や小規模事業者を対象に売上拡大やIT活用、人
事、資金繰りなど経営に関する相談に対応します。オンライ
ン、電話でも可。要電話予約。
●相談時間
月曜～金曜9時～17時で1回60分（電話の場合は30分）
申問兵庫県よろず支援拠点 Ｔ078-977-9085

インボイス制度に加え、6月から始まった定額減税について
も解説します。希望者には終了後に個別相談も。
日8月20日㊋、9月24日㊋13時30分～15時
所神戸市産業振興センター8階
定各10人（先着）
申問兵庫県よろず支援拠点 Ｔ078-977-9085
ホームページの申し込みフォームから

本誌は県内の市町や金融機関、支援機関、各種イベントで
配布するほか、ホームページからもダウンロードできます。
掲載料金等については電話でお問い合わせください。
問企画管理課 Ｔ078-977-9070

県内ものづくり中小企業の販路拡大支援や取引あっせんを行
うため、登録企業を募集しています。登録いただくと、条件に
合う企業を紹介し、取引をあっせんします。無料。
対県内に製造拠点を有する中小企業者
問取引振興課 Ｔ078-977-9074

生成AIの基礎知識や活用方法などを初心者にも分かりやす
く紹介します。無料。オンラインでも受講可。
日8月21日㊌13時30分～15時30分
所姫路じばさんびる
●講師＝森本雅和さん（兵庫県立大学大学院准教授・人工
知能教育研究センターセンター長）
定50人（先着）
申問（公社）兵庫工業会姫路事務所
Ｔ079-223-8230
8月9日㊎までにホームページの申し込みフォー
ムから

兵庫県よろず支援拠点
「無料経営相談」受け付け中

「インボイスセミナー」
参加者募集

当センター通信「JUMP」
広告掲載募集

取引あっせん希望
登録企業募集

兵庫工業会
「DXリカレント研修 生成AIセミナー」

関係機関

創業・新事業、経営改善、取引拡大、
DX化、SDGs等に
つながる支援メニュー
を発信中！

ひょうご産業活性化センター公式

ひょうご産業活性化センター通信「JUMP」は、中小企業地域資源
活用等促進事業の助成金を活用して作成したものです

ホームページ メールマガジン Facebook
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がんばる企業を応援
「中小企業支援ネットひょうご」構成機関からのご案内

「中小企業支援ネットひょうご」とは
さまざまな経営課題を抱える中小企業の応援を
目的に、中小企業支援機関や連携団体でつくる
ネットワークです。各機関の強みを生かしながら、
総合的な支援を展開しています。

兵庫県では中小企業の人材確保や若者の県内就職・定着を図るため、「兵庫型奨学金返済支援制度」を設け、若手従
業員の奨学金返済を支援している企業とその従業員に対し、補助を実施しています。今年度から制度を拡充し、補
助期間を従来の5年間から最大17年間に延長することで、若手従業員の経済的負担をさらに軽減するとともに、県
内企業の人材確保を後押しします。

兵庫県産業労働部県内企業の人材確保を支援

「兵庫型奨学金返済支援制度」のあらまし

（一財）兵庫県雇用開発協会 Ｔ078-362-6583
〒650-0025 神戸市中央区相生町1-2-1 東成ビル3階
来年2月28日㊎までに所定の申請書類（ダウンロード
可）を持参または郵送

本社がある中小企業で、従業員に対し奨学金返済負担軽
減制度を設けている

対象企業

対象企業に勤務し①～③全てに該当する人
①正社員で40歳未満（申請年度末時点で39歳以下）
②日本学生支援機構の奨学金の返済義務がある
③申請時点で県内事業所に勤務している

対象従業員

兵庫県産業労働部労政福祉課
T 078-362-3357

申請先・方法

企業認定制度の取得状況により、従業員1人につき最長
17年まで延長できます。

補助期間

最大
補助期間 補助総額 認定取得内容

5年 90万円
（うち県60万円） 未取得

10年

拡充

180万円
（うち県120万円）

いずれか2つ以上に該当
•�ひょうご産業SDGs宣言企業
•�フレッシュミモザ企業
•�ワーク・ライフ・バランス宣

言企業

17年

拡充

306万円
（うち県204万円）

いずれか2つ以上に該当
•�ひょうご産業SDGs認証企業
•�ミモザ企業
•�ワーク・ライフ・バランス認

定企業またはワーク・ライ
フ・バランス表彰企業

補助額のイメージ

年間返済額が18万円で
企業の年間支給額が12万円の場合

年間返済額18万円

6万円
（企業からの支給額）

12万円
（県からの支給額）

【拡充のポイント】
県と企業による補助総額が最大90万円から最大306
万円に増額されます。奨学金を受給した人の借入額は
平均約310万円であることから、17年まで延長すれば
従業員の返済額とほぼ同額をカバーできる計算になり
ます。

【同制度導入企業と各認定取得企業の一覧】

兵庫型奨学金
返済支援制度

産業 SDGs
関連

ミモザ関連 ワーク・ライフ・
バランス関連
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中小企業支援ネットひょうごでは、さらなる成長が見込める企業を
「成長期待企業」に選定し、複合的な支援をしています。このコー
ナーでは選定企業が誇る自慢の商品やサービスを紹介します。

㈱ヌエバ・ルースの

㈱ヌエバ・ルース　芦屋市岩園町23-45
Ｔ080-3868-3869　H https://honokano-kajitsu.com

⃝設立年：2011年　⃝代表取締役：川﨑仁嗣
⃝事業内容：食材ストアの運営

手書きのPOPからもスタッフの商品への思い入れが伝わります

地場の野菜から全国の食材まで
目指すは「駅近の道の駅」

食材ストア

　昨年10月、神戸市営地下鉄西神中央駅前の商業施設に開
店した食材ストア「ほのかの果実」には、近隣地域で取れた
野菜が並んでいます。「これは生のままでも食べられるピー
マン。こちらは熱を入れると甘みが増すトマトです」。収穫に
立ち会い、「旬の野菜を新鮮なうちに食べてほしい」という
スタッフの説明に引き込まれ、客の財布のひもも緩みます。
　野菜や果物だけではありません。川﨑仁嗣社長自ら神戸
市内はもちろん全国に足を延ばして生産者、メーカーと直
接交渉して仕入れた食材も所狭しと並んでいます。「駅近に
ある道の駅のような感覚で買い物を楽しんでほしいですね」

　川﨑社長は設計事務所を経営していた時に取引先が倒産
し、多額の借金を抱えてしまいます。その後、会社勤めをし
て完済したのを機に50万円の元手で芦屋市内の青果店を
買い取りました。現金商売で利ざやを稼ぎながら、一つ、ま
た一つと店舗数を増やしていきます。
　「店の立地に合わせ品ぞろえを変えるなど、常に収益が
向上することを考えています」。直近では韓国で人気のイ
ンスタントラーメンの輸入元となり、コンビニエンススト
アへ卸すことが決まったそう。「まだまだ模索途上です」。
あくなき事業欲の完成形はしばらく先になりそうです。

西神中央店を含め7店を運営しています




